
白鳥神社 神舞 浦安の舞

浦
安
の
舞
に
つ
い
て

　

浦
安
の
舞
は
、
紀
元
節
を
記
念

し
て
全
国
各
地
で
行
わ
れ
て
い
た

が
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
、
中
止

さ
れ
て
い
た
。

　

終
戦
後
、
宮
塩
自
治
会
の
関
係

者
に
よ
り
復
活
し
た
が
、
高
齢
化

の
た
め
出
演
者
が
減
少
す
る
中
、

昭
和
54
年
４
月
、
白
鳥
神
社
神
舞

保
存
会
が
結
成
さ
れ
「
お
か
ぐ
ら

会
」
と
し
て
現
在
ま
で
神
舞
の
保

存
活
動
に
努
め
て
い
る
。

　

浦
安
の
舞
は
平
成
５
年
に
復
活

し
、
地
域
住
民
の
方
々
の
指
導
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
現
在
は
伊
﨑

田
中
学
校
の
生
徒
に
て
舞
わ
れ
て

い
る
。

（
有
明
町
伊
﨑
田
地
区
）

元旦祭での浦安の舞

志布志市社会福祉協議会　第６０号
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
方
に
は
、
お
健
や
か
に
輝

か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ

り
や
社
会
福
祉
大
会
、
各
種
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
事
業
、
ま
た
日
本
赤
十

字
や
共
同
募
金
の
募
金
運
動
な

ど
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業

並
び
に
活
動
に
温
か
い
ご
支

援
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
社
会
福
祉
を
取
り

巻
く
環
境
は
、
急
速
な
少
子
高
齢

化
や
核
家
族
化
の
進
行
に
よ
る
家

族
形
態
の
変
容
に
加
え
、
近
年
は

貧
困
や
孤
立
死
、
引
き
こ
も
り
、

消
費
者
被
害
な
ど
新
た
な
生

活
課
題
が
深
刻
化
し
て
お

り
、
福
祉
に
対
す
る
ニ
ー
ズ

は
年
々
複
雑
多
様
化
の
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
社
会
情
勢
の
中
、

昨
年
４
月
１
日
の
生
活
困
窮

者
自
立
支
援
法
の
施
行
に
伴
い
、

市
社
会
福
祉
協
議
会
は

市
か
ら
の
業
務
委
託
を

受
け
て
、「
し
ぶ
し
生
活

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を

開
設
し
ま
し
て
、
制
度

の
狭
間
に
置
か
れ
て
い

る
生
活
困
窮
者
を
早
期

の
自
立
生
活
に
つ
な
げ
て
い

く
た
め
の
新
た
な
事
業
推
進

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

着
実
に
そ
の
成
果
は
出
て
き

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

設
立
10
周
年
を
迎
え
た
市

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
し
て

市
と
一
体
と
な
り
策
定
し
ま
し

た
、
志
布
志
市
地
域
福
祉
計

画
・
地
域
福
祉
活
動
計
画
の

基
本
理
念「
み
ん
な
笑
が
お
！

志
あ
ふ
れ
る
結
の
ま
ち　

し
ぶ

し
」
の
実
現
に
向
け
て
、
住
民

福
祉
の
向
上
の
た
め
に
役
職
員
一

丸
と
な
っ
て
鋭
意
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。
市
民
の
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
年
の
干
支
の
申
（
猿
）
は
、

木
の
上
を
飛
び
回
る
器
用
で
臨
機

応
変
で
と
て
も
活
発
な
印
象
を
持

つ
動
物
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
あ

や
か
り
、
住
民
の
福
祉
ニ
ー
ズ
に

素
早
く
対
応
し
、
積
極
的
に
行
動

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

申
の
年
が
、
皆
様
方
に
と
っ
て

良
い
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

志
布
志
市

社
会
福
祉
協
議
会

 
会 

長
竹
井 

道
徳

初
春
に
想
う

　

11
月
４
日
か
ら
11
月
25
日
ま
で
、
毎

週
水
曜
に
全
４
回
コ
ー
ス
で
、
傾
聴
に

必
要
な
心
構
え
や
技
術
を
学
び
、
傾
聴

の
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
講
座
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

講
座
終
了
後
、
受
講
生
の
「
傾
聴
を

活
か
し
た
活
動
を
し
た
い
」
と
い
う
思

い
を
形
に
で
き
る
よ
う
、
交
流
会
を
実

施
し
ま
し
た
。

交
流
会
実
施
後
、
受
講
生
の
方
々
は
次
の
活
動
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
！

⃝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
カ
ン
ナ�

２
名
加
入
（
活
動
内
容
…
歌
の
宅
配
）

⃝
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア�

２
名
登
録
（
活
動
内
容
…
子
育
て
支
援
・
話
し
相
手
等
）

⃝
し
ぶ
し
・
子
育
て
サ
ロ
ン
運
営�

４
名
（
活
動
内
容
…
サ
ロ
ン
活
動
）

　

本
講
座
で
の
学
び
を
そ
れ
ぞ
れ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
活
用
し
て
も
ら
え
た
ら

あ
り
が
た
い
で
す
。

受講生の皆さんです♪

講座後に受講生交流会を
実施しました。

相手の話の受け止め方を
学びます♪

片野さん（森山地区高齢者
サロン代表）のコーヒーを
囲んで交流が深まります♪

志布志本所	 099-472-1800
松 山 支 所	 099-487-2001
有 明 支 所	 099-474-0310

傾
けいちょう

聴ボランティア養成講座
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生活福祉資金（教育支援資金、就学支度費）貸付制度のご案内

第10回記念志布志市社会福祉大会を開催

　

11
月
28
日
（
土
）
志
布
志
市
文
化
会
館
に
て
、第
10
回
記
念
志
布
志
市
社
会
福
祉
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

志
布
志
ち
り
め
ん
太
鼓
・
志
布
志
は
も
若
衆
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
始
ま
り
、
記
念
演
奏

と
し
ま
し
て
、
鹿
児
島
県
出
身
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
木
下
航
志
さ
ん
の
生
演
奏
で
は
、
そ
の
歌
声

に
来
場
者
は
聴
き
入
っ
て
い
た
よ
う
で
し
た
。
志
布
志
市
に
お
け
る
地
域
福
祉
活
動
を
テ
ー
マ
と
し
た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
地
域
で
活
動
さ
れ
て
お
ら
れ
る
３
名
の
方
が
事
例
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
長
表
彰
で
は
、
29
名
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

⑴ 志布志市社会福祉協議会会長表彰（敬称略）
①�社会福祉施設の長及び職員、並びにホームヘルパー・相談員として、12年以上その職
務に従事し、功績が顕著であって、現に在職している方
	 八木　	和彦	（曽於市大隅町）	 岡留　	淳子	（有明町野井倉）	
	 諏訪	ササエ	（志布志町安楽）	 波見	さえ子	（志布志町安楽）
	 村久木タヅ子	（有明町伊﨑田）	 山口	美智子	（志布志町安楽）
	 竹山　	夕香	（志布志町志布志）
②�社会福祉団体等の役員及び職員として、９年以上その職務に従事し、功績が顕著であっ
て、現に在職している方
	 北原　	君枝	（松山町尾野見）	 本村　	義夫	（松山町泰野）
	 丸山　	春雄	（松山町新橋）	 地徳　	幸也	（有明町蓬原）
	 天野　	安典	（志布志町安楽）	 大迫　	哲夫	（松山町新橋）
	 河原橋	サエ	（有明町蓬原）
③�社会福祉事業の推進のために５年以上にわたり、ボランティア活動を行い、又はボラン
ティア活動への支援を行っている方と、団体
	 八久保千鶴子	（有明町野井倉）	 有明町地域女性連絡協議会
	 志布志町母子寡婦福祉連絡協議会	 志布志町更生保護女性会
	 有明町更生保護女性会
④�５年以上にわたり、ねたきり老人・重度心身障がい者（児）等を献身的に介護している方
	 小野　	瑞惠	（有明町蓬原）	 青山　	節子	（有明町伊﨑田）
	 崎田　	清子	（志布志町帖）	 小園　	房子	（志布志町内之倉）
⑤�特に顕著な功績があった方（地区社協活動）
	 西村　	勝憲	（松山町新橋）
⑥�社会福祉の向上及び増進のため、多大の金品を寄附し、又はその事業並びに活動に協力
し、他の模範と認められる方
	 加世田	數子	（松山町新橋）	 木元　	久夫（志布志町安楽）
	 倉見谷	政子	（志布志町夏井）	 西坂　	光子（志布志町安楽）
	 片野　	美秀	（志布志町内之倉）
	
⑵ 第10回志布志市福祉作文・絵画コンクール表彰（敬称略）
【福祉作文の部】
最優秀賞� 小学生低学年の部� 川原　�翼希（森山小学校１年）
� 小学生高学年の部� 黒　　�優真（有明小学校４年）
� 中学生の部� 立根　�大志（宇都中学校２年）
学校賞� 小学校の部　伊﨑田小学校� 中学校の部　有明中学校

【福祉絵画の部】
最優秀賞� 小学生低学年の部� 竹井�野乃花（通山小学校１年）
� 小学生高学年の部� 原田　�莉己（蓬原小学校５年）
� 中学生の部� 月野　�美咲（松山中学校３年）
学校賞� 小学校の部　安楽小学校� 中学校の部　松山中学校

※借入申込みにあたっての留意事項
◦借入申込者は学校に進学する本人です。
◦連帯借受人が必要です。連帯借受人は、世帯主（生計中心者）です。
◦�母子世帯については、母子寡婦資金で対応することになりますので、市役所福
祉課へご相談ください。
◦�他の貸付制度が優先となります。日本政策金融公庫の教育ローン、日本学生支援
機構奨学金（旧日本育英会）、市町村行政奨学金貸付、各金融関係事業者等を申
込みされ、それらが貸付対象とならない方々が対象となります。ご了承ください。

詳しくは市社会福祉協議会にお問い合わせください。
志布志本所	 099-472-1800
松 山 支 所	 099-487-2001
有 明 支 所	 099-474-0310

資金の種別 資金の使途 資金限度額 貸付条件措置期間 貸付利子及び連滞保証人

教育支援費
高校、専修学校、大学等に就学するため
に必要な費用
（授業料、学用品の購入費、交通費等）

〈高校〉月額　３．５万円以内
卒業後
６ヶ月
以内

利息は無利子（延
滞利子は10.75％）
ですが、連帯借受
人等が必要です。

〈高専〉月額　　　６万円以内
〈短大〉月額　　　６万円以内
〈大学〉月額　６．５万円以内

就学支度費 高校、専修学校、大学等の入学に際して必要な費用 ５０万円以内

低所得世帯に対し、下表に掲げる経費として貸し付ける資金※当資金の受付期間は、２月～４月のみの受付となっております。
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◦この紙面に関するお問い合わせはこちらまで！！
　・志布志市社会福祉協議会	 志布志本所	 ☎ 099-472-1800
　	 松　山支所	 ☎ 099-487-2001
　	 有　明支所	 ☎ 099-474-0310

よ
う
こ
そ
サ
ロ
ン
へ
！

　
松
山
町
の
高
齢
者
サ
ロ
ン

２
か
所
紹
介
し
ま
す

溝
口 

千
恵
子
先
生
に
よ
る
音お
ん
や
く薬
体
操
♪

渡
邉 

薫
先
生
に
よ
る
３さ
ん
び
ーＢ
体
操
♪

開催日：月１回
時　間：１０時～１２時
場　所：泰野地区公民館

開催日：月１回
時　間：１０時～１２時
場　所：憩の家（市社協松山支所近く）

「
い
っ
き
ょ
も
そ
会
」

「
新
橋
第
一
ク
ラ
ブ
」 

ボランティアポイント達成おめでとう

曽於高校	１年（松山中卒）

大
おおみね

峯	亜
あ り さ

梨沙さん
（松山第３号）

伊﨑田小学校	２年

猪
いのまた

股	愛
あ み

海さん
（有明第11号）

10
ポ
イ
ン
ト
達
成

高
校
生
初

　

サ
マ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ま
つ
り
、
校
区
、
施
設
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。

伊
﨑
田
の
秋
祭
り
の
準
備
な
ど
を
し
ま
し
た
。

　

松
山
町
の
「
泰
野
な
の
花
グ

ル
ー
プ
」
が

11
月
20
日

（
金
）
高
齢

者
の
方
へ
黒

糖
ふ
く
れ
菓

子
と
赤
飯
を

作
り
、
見
守

り
活
動
も
兼

ね
て
、
お
届

け
し
ま
し

た
。

　

松
山
町
の
「
新
橋
あ
じ
さ
い
グ

ル
ー
プ
」
が
12
月
２
日
（
水
）
高

齢
者
サ
ロ
ン
「
新
橋
第
三
ク
ラ
ブ
」

の
昼
食
作
り
を
し
ま
し
た
。
メ

ニ
ュ
ー
は
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
と
サ
ラ

ダ
で
す
。

介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

体
験
ツ
ア
ー
の
お
知
ら
せ

期
　
日　
２
月
27
日（
土
）・
28
日（
日
）

集
合
場
所　

志
布
志
市
社
協
本
所

（
健
康
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
）

時
　
間　
午
前
９
時
30
分
受
付
開
始

体
験
場
所　

市
内
介
護
福
祉
施
設

対
象
者　
小
学
生
か
ら
一
般

（
親
子
参
加
歓
迎
）

定
　
員　
30
名
（
先
着
順
）

参
加
料　
無
料（
昼
食
は
準
備
し
ま
す
）

　

興
味
の
あ
る
方
は
志
布
志
市
社
協

（
☎
４
７
２

−

１
８
０
０
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
グ
ル
ー
プ

　
　
活
動
紹
介

福祉体験学習を実施しました。

香月小学校
Ｈ27.10.22

原田校区
Ｈ27.11.22

炊きだし体験 アイマスク体験

車イスについての講話高齢者疑似体験

原田小学校
Ｈ27.11.14

松山小学校
Ｈ27.11.17

ポイント

ボランティア ポイント
   olunteer  point

　

小
・
中
高
生
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
や
地
域
活
動
を
行
っ
た
時
に
、

「
ふ
れ
あ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
カ
ー

ド
」
に
押
印
を
も
ら
い
、
ポ
イ
ン
ト

を
貯
め
て
い
く
活
動
で
す
。
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輪多市とは

「多くのボランティアの輪を志布志市に広めましょう」の意味です。

ボランティアセンター便り

のボランティア

や
っ
ち
く
松
山
藩

秋
の
陣
祭
り
に
参
加

　

11
月
15
日
（
日
）
市
社
協

松
山
支
所
は
、
や
っ
ち
く
松

山
藩
秋
の
陣
祭
り
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
と
参
加

し
ま
し
た
。

　

社
協
か
ら
は
、
大
人
も
子

ど
も
も
楽
し
め
る
バ
ル
ー
ン

ア
ー
ト
コ
ー
ナ
ー
、
松
竹
会

（
松
山
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
）
よ
り
バ
ザ
ー
品
販
売
を

行
い
ま
し
た
。

　

ど
ち
ら
も
多
く
の
お
客
さ

ん
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

対
象
者
５
２
０
名

　

12
月
10
日（
木
）に
、

志
布
志
町
地
域
女
性

連
絡
協
議
会
や
民
生

委
員
の
方
々
が
、
町

内
の
80
歳
以
上
の
１

人
暮
ら
し
高
齢
者
へ

ち
ら
し
寿
し
を
作
り

配
布
し
ま
し
た
。

　

届
け
ら
れ
た
ち
ら

し
寿
し
に
、
皆
さ
ん

と
て
も
喜
ば
れ
て
い

ま
し
た
。

対
象
者
１
９
４
名

　

12
月
14
日
（
火
）

だ
し
作
り
、15
日
（
水
）

そ
ば
作
り
と
配
食
を

松
竹
会
（
松
山
町
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
）

の
皆
さ
ん
の
協
力
で

行
い
ま
し
た
。
今
年

は
、「
松
山
ま
ご
こ
ろ

そ
ば
」
と
ネ
ー
ミ
ン

グ
が
決
ま
り
、
愛
情

た
っ
ぷ
り
の
そ
ば
が

配
ら
れ
ま
し
た
。

　

社
協
に
す
ぐ
、「
あ

り
が
と
う
、
お
い
し

か
っ
た
。」
と
の
お
礼
の

言
葉
が
届
き
ま
し
た
。

障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
、
小
さ
な
子
ど
も
か
ら

成
人
・
高
齢
者
を
含
め
、

誰
に
で
も
使
い
や
す
い
設

計
の
こ
と
で
す
。

　

鹿
児
島
県
介
護
実
習
・
普
及

セ
ン
タ
ー
に
よ
る
地
域
ジ
ュ
ニ

ア
福
祉
体
験
教
室
が
あ
り
、
有

明
小
学
校
５
年
生
の
皆
さ
ん
が

様
々
な
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
に
触
れ
ま
し
た
。

対
象
者
２
２
６
名

　

12
月
24
日
（
木
）、

25
日
（
金
）
に
有
明

町
農
業
歴
史
資
料
館

（
体
験
館
）
で
そ
ば
を

作
り
ま
し
た
。
民
生

委
員
・
児
童
委
員
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
が
協
力
し
、
有

明
町
の
一
人
暮
ら
し

高
齢
者
等
の
方
々
へ

出
来
た
て
の
そ
ば
が

配
達
さ
れ
、
皆
さ
ん

喜
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。

志
布
志
町

松
山
町

有
明
町

有明小学校
Ｈ27.12.21

鹿児島県介護実習・普及センターによる
地域ジュニア福祉体験教室

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
に

手
作
り
の
ち
ら
し
寿
し
や
そ
ば
を
お
届
け
し
ま
し
た

こ
の
事
業
は
「
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
配
分
金
事
業
」
の
一
部
で
運
営

さ
れ
て
お
り
ま
す

御
存
じ
で
す
か
？

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
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今
後
、
日

本
の
人
口
は
減

少
し
、
し
か
も

老
人
人
口
の
増

加
、
働
く
人
の

減
少
が
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

し
か
も
超
高
齢

化
社
会
（
65
歳

以
上
が
人
口
の

１
／
３
以
上
）

を
志
布
志
市
は

先
取
り
の
形
で

あ
り
ま
す
。
消
滅
可
能
性
自
治
体
が
全
国
で

８
９
６
自
治
体
（
49
．
６
％
）
と
想
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
志
布
志
市
も
よ
ほ
ど
頑
張
ら
な

い
と
心
配
に
な
っ
て
き
ま
す
。
超
高
齢
社
会

に
よ
り
、
税
収
は
減
少
し
、
医
療
・
介
護
の

社
会
保
障
の
抑
制
は
続
く
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
国
は
在
宅
介
護
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

又
、
日
中
独
居
（
昼
間
介
護
者
が
働
き
に
出

る
）
者
の
孤
独
死
が
東
京
で
は
増
え
て
い
る

と
い
い
ま
す
。
志
布
志
市
で
も
あ
り
う
る
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
介
護
費
用
の
削
減
、
効

率
の
良
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
し
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
個
々
の
職
員

の
研
鑽
に
よ
り
計
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

民
間
と
行
政
と
地
域
住
民
が
一
体
と
な
っ

た
、
有
効
な
策
を
考
え
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
と
思
い
ま
す
。
急
が
な
い
と
手
遅
れ
に
な
る

恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
現
在
あ
る
社
会
資
源
を
利

用
し
、
住
民
と
手
を
取
り
合
っ
て
、
日
々
確
実

に
解
決
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

高
齢
化
が
加

速
す
る
農
村

地
域
に
あ
っ

て
、
地
域
貢
献

の
原
則
に
照
ら

し
、
農
協
が
果

た
す
べ
き
役
割

は
年
々
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
あ

お
ぞ
ら
農
協
を

支
え
て
き
た
先

輩
諸
氏
へ
の
恩

返
し
は
も
ち
ろ

ん
、
広
く
地
域
の
方
々
が
老
後
を
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
基
盤
を
作
る
こ
と
は
、
地
域

住
民
の
多
く
を
組
織
す
る
協
同
組
合
と
し

て
の
使
命
で
あ
る
と
考
え
、
平
成
18
年
２

月
に
開
設
致
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム
（
第

１
・
第
２
ホ
ー
ム
）
の
ほ
か
に
、
介
護
保

険
事
業
と
し
て
、
小
規
模
通
所
介
護
事
業

（
定
員
18
名
）、
訪
問
介
護
事
業
所
、
居
宅

介
護
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
、
沢
山
の
方
々
に
利
用

し
て
頂
い
て
お
り
深
謝
い
た
し
ま
す
。

　
「
福
祉
は
心
、
心
ひ
と
つ
に
・
・
・
」

を
職
員
の
理
念
と
し
て
、
一
人
で
も
多
く

の
方
々
に
、「
こ
の
地
域
に
、
福
祉
セ
ン

タ
ー
が
あ
っ
て
良
か
っ
た
」
と
言
っ
て
頂

け
る
よ
う
に
日
々
精
進
し
て
い
ま
す
。
是

非
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

民
間
・
行
政
・
地
域
住
民

手
を
取
り
合
お
う
！

「
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

そ
の
人
ら
し
く
…
」

医
療
法
人
共
生
会　

び
ろ
う
の
樹

　

居
宅
介
護
支
援
事
業
所菅 

田  

育 
穂

Ｊ
Ａ
あ
お
ぞ
ら
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

し
ぶ
し
福
祉
事
業
所
紹
介 

〜

高
齢
者
・
障
が
い
者
関
連
施
設

〜 
№
３

　

志
布
志
市
社
協
で
は
、「
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
地
域
社

会
の
実
現
」
を
目
指
し
て
多
く
の
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
は
、
平
成
26

年
４
月
に
志
布
志
事
業
所
、
有
明
事
業

所
を
統
合
。
現
在
は
志
布
志
市
健
康
ふ

れ
あ
い
プ
ラ
ザ
内
に
５
名
体
制
で
事
業

を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

⃝
家
族
の
介
護
が
必
要
に
な
っ
た

　

⃝�

介
護
保
険
の
利
用
方
法
が
わ
か
ら
な
い
等

　

介
護
に
つ
い
て
の
心
配
事
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
）
が
、
ご
利
用
者
様
や
ご
家
族

の
希
望
、
心
身
の
状
態
や
生
活
環
境
等

を
考
慮
し
な
が
ら
、
安
心
し
た
在
宅
生

活
が
送
れ
る
よ
う
に
、
ま
た
、
適
切
な

サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的
に
提
供
で
き
る
よ

う
に
、
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

〈
連
絡
先
〉

　

志
布
志
市
社
協
本
所

☎�

４
７
２

−

１
８
０
０

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
紹
介

居
宅
介
護
支
援
事
業
所

（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）

　
高
齢
や
障
が
い
等
で
介
護
が
必
要
な
方
が
安
心
し
て
豊
か
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
市
内

に
は
33
法
人
事
業
所
等
が
あ
り
ま
す
。
地
域
の
皆
様
に
身
近
に
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

毎
号
２
法
人
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

車いす寄贈 　
志
布
志
町
帖
の
有
馬
四
郎
さ
ん
が
、

志
布
志
市
社
協
に
車
い
す
を
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

　「
90
歳
を
元
気
に
迎
え
ら
れ
た
の
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
や
困
っ
て
い
る
時
に
助

け
て
い
た
だ
い
た
方
々
の
お
か
げ
で

す
。
こ
の
車
い
す
は
、
必
要
な
方
や
地

域
の
福
祉
教
育
に
役
立
て
て
ほ
し
い
で

す
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
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11
月
26
日
（
木
）、
都
城
市
祝
吉
地
区

社
協
の
方
々
が
視
察
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

見
守
り
活
動
・
子
育
て
サ
ロ
ン
に
つ
い

て
活
発
な
意
見
交
換
が
あ
り
ま
し
た
。

　

11
月
22
日
（
日
）、
香
月
校
区
文
化

祭
の
な
か
で
、
志
布
志
市
社
協
に
よ
る

「
ふ
く
し
体
験
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

体
験
で
は
、
小
学
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
さ
ん
か
ら
車

い
す
を
押
す
時

の
声
か
け
の
仕

方
等
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

モ
ト
ム
。

ア
ナ
タ
の
つ
な
が
り
。

ミ
ン
ナ
の
輪
。

と
も
だ
ち
！

　１０月３１日（土）、
曽於地区電気工事
業協同組合青年
部（園田豊治部長）
の主催により、電
気無料点検を実施
しました。有明町、志布志町、松山町、大隅町、
末吉町の事業者が輪番制で開催しており、今年
は有明町を訪問してくださいました。
　対象は一人暮らし高齢者等で、地域の民生委
員さんのご協力のもと、利用者宅まで道案内して
いただき実施いたしました。
　漏電の点検や切れている電球の交換、電気の
かさの掃除などをしてくださいました。５年に１度
の点検は、有明町内１４軒を訪問し、利用者の方々
は大変喜んでおられました。

電気無料点検を
実施しました

角
つのだ
田　礼子・福留　美鈴

取材	市民編集員市民編集員が行く!
　

ホ
ー
プ
カ
ー
ド
と
い
う
も
の

が
あ
る
こ
と
を
社
協
の
担
当
の

方
か
ら
聞
き
、
初
め
て
知
り
ま

し
た
。
佐
賀
県
で
起
き
た
障

が
い
者
取
り
押
さ
え
死
亡
事
件

を
教
訓
と
し
て
、
東
京
都
で
始

ま
っ
た
取
り
組
み
だ
そ
う
で

す
。
一
見
何
の
障
が
い
も
な
さ

そ
う
に
見
え
る
人
で
も
、
実
は

障
が
い
を
抱
え
て
い
る
場
合
が

あ
る
と
知
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
そ
の
判
断
は
と
て

も
難
し
い
し
、
ま
た
と
て
も

デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
だ
と
思
い

ま
す
。
今
ま
で
の
私
な
ら
、
パ

ニ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
人
に
遭

遇
し
た
ら
ど
う
し
た
ら
良
い
か

わ
か
ら
な
い
し
、
助
け
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
ホ
ー
プ
カ
ー
ド
の
存
在
を

知
る
こ
と
で
、
困
っ
て
い
る
人

が
い
る
と
い
う
こ
と
を
知
り
、

助
け
て
あ
げ
た
い
と
い
う
気
持

ち
が
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
障
が
い
に
つ
い

て
は
様
々
で
対
応
の
難
し
さ
も

感
じ
ま
し
た
。
今
は
主
に
ス
ー

パ
ー
な
ど
の
店
舗
向
け
に
周
知

を
行
っ
て
い
る
段
階
の
よ
う
で

す
が
、
と
に
か
く
、
ホ
ー
プ

カ
ー
ド
の

存
在
と
意

味
を
広
く

知
っ
て
も

ら
う
事
が

大
事
だ
な

と
思
い
ま

し
た
。

地
区
社
協
活
動
の

取
り
組
み

山
重
地
区
社
協

香
月
地
区
社
協
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FAX：

099-472-1593
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ー
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東
日
本
大
震
災
義
援
金

屋
久
島
町
口
永
良
部
島
新
岳
噴
火
災
害
義
援
金

平
成
27
年
台
風
第
18
号
等
大
雨
災
害
義
援
金

心配ごとがありましたら… 相談内容等の秘密は厳守します。ぜひ、
お越しください。なお、相談料はいただきません。〜金銭、年金、家族、住宅、ご近所トラブルなど〜

２月･３月の日程

●：志布志地区 472-1800
　　（健康ふれあいプラザ内）
●：松山地区　 487-2001
　　（老人福祉センター内）
●：有明地区　 474-0310
　　（市民センター内）

相談時間
10：00〜15：00※日程は都合により変更になる場合があります。右記までお気軽にお問い合わせください。

　

次
の
方
々
よ
り
香
典
返
し
の
お
礼
に
か

え
て
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
ご
寄
附
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
故

人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

い
た
だ
き
ま
し
た
ご
寄
附
は
、
志
布
志
市

の
地
域
福
祉
向
上
の
た
め
に
有
意
義
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
平
成
27
年
11
月
1
日
か
ら

平
成
27
年
12
月
31
日
ま
で
）

自
治
会
名　

寄
附
者
名　

物
故
者
名（
敬
称
略
）

駅　

通　
秋
葉
ト
シ
子　

故
直

水
ヶ
迫
団
地　

鶴
迫
怜
子　

故
篤
博

西
内
之
倉　

末
村
光
博　

故
四
郎

平　

床　

髙
瀬
律
子　

故
川
野
ミ
ツ
エ

上
東
谷　

千
崎
節
美　

故
市
雄

上　

門　

道
辻
伸
一　

故
富
子

上
出
水　

松
清
和
子　

故
誠
志

柳
井
谷　
坂
口
多
美
子　

故
フ
ミ
カ

松
波
住
宅　

山
中
正
命　

故
フ
ミ
子

西
内
之
倉　

下
山
利
男　

故
ノ
リ
子

山　

裾　
春
口
フ
ミ
エ　

故
峯
次

弓　

里　
税
田
な
つ
え　

故
盛
雄

大
浜
東　
山
下
ヨ
シ
子　

故
岩
男

東
水
洗　
束
田
美
智
子　

故
タ
ツ
子

田　

床　

迫
田
安
信　

故
八
重
子

一
丁
田　

三
浦　

優　

故
ム
ツ
ミ

柳
井
谷　

坂
口
五
月　

故
國
子

下
東
谷　
山
中
ミ
ホ
子　

故
秋
男

志
布
志
町　

永
山
静
子　

故
丸
金
一
次

小　

浜　
松
田
ユ
キ
エ　

故
善
昭

大
性
院　

田
中
睦
子　

故
南
モ
ミ

豊　

原　

林　

龍
城　

故
鶴
迫
怜
子

小　

松　

小
松
春
吉　

故
サ
カ
ヨ

野　

吉　

柿
元
幸
雄　

故
フ
ミ

蓬
原
中
野　

宮
原
重
秋　

故
ト
ミ

仮　

屋　

重
永
サ
チ　

故
巖

久
木
迫　
村
久
木
和
江　

故
德

西
押
切　

田
原
廣
美　

故
廣
義

川　

西　

若
松
千
春　

故
ト
ミ
子

川
路
一
区　

西
川
久
雄　

故
千
穂
子　

野
久
尾　

竹
下　

通　

故
浩

大
野
原　

増
田　

学　

故
ハ
ル
カ

東
野
久
尾　

川
島
達
巳　

故
知
慧
子

南　

中　

永
田
史
生　

故
ミ
ツ
ヱ

新
橋
大
谷　
谷
山
セ
ツ
子　

故
優
一

わ
ら
び
の　

野
口
キ
サ　

故
仁
之
助

元　

町　

假
屋
清
美　

故
モ
ミ

　

次
の
事
業
所
・
団
体
・
個
人
の
方
々

よ
り
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
ご
寄
附
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

地
域
福
祉
向
上
の
た
め
、
有
意
義
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。（

敬
称
略
）

・
野
井
倉
南
部
保
全
協
議
会

コ
ス
モ
ス
祭
り　

１
９
，
０
０
０
円

・
昭
和
46
年
度	

志
布
志
中
学
校
卒
業
生
一
同

２
０
，
０
０
０
円

・
匿
名	

５
，
０
０
０
円

・
有
馬
四
郎	

車
い
す

・
濱
田
キ
ミ

湯
呑
み
、お
皿
、カ
ー
ペ
ッ
ト
等
多
数

・
匿
名	

和
紙
20
枚
・
小
物
多
数

・
匿
名	

そ
ば
の
実
３
袋

（
11
月
1
日
～
12
月
31
日
受
付
分
）

（
平
成
23
年
３
月
14
日
～

平
成
27
年
12
月
31
日
受
付
分
）

こ
れ
ま
で
の
合
計
金
額

１
１
，
４
２
９
，
３
３
１
円

（
11
月
1
日
～
12
月
25
日
受
付
分
）

・
健
康
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
募
金
箱

１
，
５
７
０
円

（
平
成
27
年
６
月
２
日
～

平
成
27
年
12
月
25
日
受
付
分
）

こ
れ
ま
で
の
合
計
金
額９

４
，
９
８
０
円

（
11
月
1
日
～
12
月
31
日
受
付
分
）

・
匿
名	

６
，
９
６
４
円

・
志
布
志
市
有
機
部
会	

３
，
０
８
５
円

・
志
布
志
市
循
環
型
農
業
推
進
協
議
会

３
，
０
８
５
円

（
平
成
27
年
９
月
11
日
～

平
成
27
年
12
月
31
日
受
付
分
）

こ
れ
ま
で
の
合
計
金
額４

４
，
４
６
９
円

皆
様
の
善
意
に

感
謝
い
た
し
ま
す

　
志
布
志
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
幅
広

い
年
齢
層
に
広
く
福
祉
に
興
味
を
持
っ
て
い

た
だ
き
た
く
「
福
祉
川
柳
・
短
歌
・
俳
句
」

を
募
集
い
た
し
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
左
記
の
募
集
要
項
に
て

ご
応
募
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
投
稿
数
に
応
じ

て
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
応
募
方
法

　
・�

氏
名
又
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
、
町
名
を
記
入

　
・
一
人
２
作
品
ま
で

　
・�

ハ
ガ
キ
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
※�

電
話
に
よ
る
募
集
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

○
応
募
締
切

　
平
成
28
年
2
月
12
日
（
金
）
ま
で

　
※�

季
語
を
含
む
場
合
は
2
、
3
月
前
後

○
掲
載
に
つ
い
て

　
・
平
成
28
年
3
月
24
日
発
行

　

��「
さ
さ
え
あ
い
」
第
61
号
に
掲
載
予
定

募
集
い
た
し
ま
す
。

『
福
祉
川
柳
・
短
歌
・
俳
句
』

お
知
ら
せ

　
屋
久
島
町
口
永
良
部
島
新
岳
噴
火
災

害
義
援
金
は
平
成
27
年
12
月
25
日
ま
で

の
受
付
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
皆
様

の
あ
た
た
か
い
ご
支
援
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

広
報
紙
「
さ
さ
え
あ
い
」

市
民
編
集
員
・
モ
ニ
タ
ー
募
集
の
お
知
ら
せ

・
市
民
編
集
員
と
は

　

広
報
委
員
会
に
出
会
い
た
だ

き
、（
毎
月
１
回
開
催
）
編
集
に

ご
意
見
を
伺
い
ま
す
。

　
謝
礼
：
広
報
委
員
会
出
会
時
に
２
千
円

・
モ
ニ
タ
ー
と
は

　
広
報
紙
・
ア
ン
ケ
ー
ト
を
送
付

し
、
回
答
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
謝
礼
：
任
期
満
了
時
に
３
千
円

◎
応
募
資
格
：

　

�　
平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
志
布

志
市
に
住
所
の
あ
る
方
で
、
広
報

紙
さ
さ
え
あ
い
に
興
味
の
あ
る
方

　
任
期
：
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら

29
年
３
月
31
日
の
１
年
間

　
「
編
集
員
希
望
」ま
た
は「
モ
ニ
タ
ー

希
望
」
と
明
記
し
、
①
〒
②
住
所
③
氏

名
④
性
別
⑤
年
齢
⑥
電
話
番
号
⑦
職

業
を
記
入
し
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
応
募

者
多
数
の
場
合
は
地
域
性
等
を
考
慮

し
決
定
者
の
み
通
知
い
た
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、

志
布
志
市
社
協
本
所

（
猜
松 

☎
４
７
２

−

１
８
０
０
）ま
で
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有
明
地
区

志
布
志
地
区

志
布
志
地
区
受
付

志
布
志
地
区
受
付

有
明
地
区
受
付

有
明
地
区
受
付

松
山
地
区

太
っ
腹
の

 

社
長
の
始
め
し

  

米
寿
者
の

 

祝
い
継
が
る
る

  

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

有
明
町
　
野
口
　
　
嵐

伊
﨑
田
の

 
百
七
回
の

  
土
俵
入
り

 

祖
父
曾
孫
三
た
り

  

ま
わ
し
つ
け
い
る

志
布
志
町
　
山
元
ハ
ツ
ミ

入
れ
歯
で
は

手
出
し
の
で
き
ぬ餅の
膳

有
明
町
　
土
橋
　
純
孝

枯
が
ら
し
の

風
冷
た
さ
が

身
に
し
み
る

有
明
町
　
牛
原
ヒ
サ
子

喜
寿
傘
寿
無
事
に
晦
日
も
迎
え
ら
れ

志
布
志
町
　
鞍
掛
　
五
雄

● ●
●

●
● ●

●
● ●
●
● ●

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
月2 月3


